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高山市 歴史的風致維持向上計画（平成３０年３月２６日認定）
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中間評価（表紙）

中間評価シート



取り組み 事業の種別

Ａ 歴史的建造物活用整備事業 歴史的風致維持向上施設

Ｂ 町並み歩行空間創出事業 歴史的風致維持向上施設

市町村名
中間評価（統括シート）

① 歴史的風致

歴史的風致 対応する方針

１ 城下町の地割にみる歴史的風致 Ⅰ，Ⅱ，Ⅲ

２ 高山祭の屋台行事にみる歴史的風致 Ⅲ

３ 東山寺院群にみる歴史的風致 Ⅳ

４ 飛騨匠の技と心にみる歴史的風致 Ⅲ,Ⅳ

５ 歴史街道と農山村集落にみる歴史的風致 Ⅱ, Ⅲ,Ⅳ

H30～R3年

（様式１）

② 歴史的風致の維持向上に関する方針

効果

ⅰ 観光客及び外国人宿泊者数の増加

ⅱ 町並みの中での伝統を反映した風習の復活

ⅲ 歴史的建造物の修復

方針

Ⅰ 歴史的建造物等の保存・活用

Ⅱ 歴史的景観等の保全・活用

Ⅲ 歴史と伝統を反映した人々の活動の継承

Ⅳ 観光客の増加や広域的な観光

高山市 評価対象年度

③ 歴史まちづくりの波及効果

④ 代表的な事業
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項目 推移 計画への
位置付け 年度

1 歴史的建造物活用整備事業 ２件の建造物を取得・整備 あり H30～R3

2 歴史的町並保存事業 ４７件の建造物を修理・修景 あり H30～R3

3 景観重要建造物の指定 １５件→１６件 あり H30～R3

4 景観重要建造物等修景事業 ３４件の建造物を修景 あり H30～R3

5 伝統構法木造建築物耐震化事業 耐震診断補助７件、耐震改修補助６件 あり H30～R3

② 事業・取り組みの進捗

評価対象年度

方針 Ⅰ歴史的建造物等の保全・活用

評価対象年度市町村名 高山市 H30～R3年評価対象年度

3

中間評価（方針別シート）

③ 課題解決・方針達成の経緯と成果
下二之町大新町伝統的建造物群保存地区内などに存し、

長らく空き家となっていた２軒の町家について、取得、改修し、
地域の活動拠点等として新たな活用を図ることとした。

重要伝統的建造物群保存地区内の建造物の計画的な修
理・修景、防災対策を実施し、建造物の保存や町並みの景
観保全を図った。

令和２年度に、大正末期の建築とされる洋風建築「旧須田
歯科医院」を新たに景観重要建造物に指定し、令和３年度
には国の有形文化財に登録された。

さらに、景観重要建造物等修景事業、伝統構法木造建築
物耐震化事業により建物改修等に対する助成を行うことで、
所有者の負担を軽減し、伝統的な町家や古民家の修景や耐
震化を図った。

（様式２）

3

今後の対応 継続展開

① 課題と方針の概要
市の歴史的風致を構成している建造物については、所有者等による努力や、修理への助成等

により保存を図ってきたが、居住者の減少や高齢化の進行により維持管理が困難となる町家等
が今後さらに増加することが予想されるほか、老朽化対策等への所有者負担も増している。

伝統的建造物群保存地区の拡大や文化財への指定・登録を推進し、歴史的建造物等の修理・
修景や耐震化に対して支援することにより、適切な保存を促進するとともに、所有者による維持管
理が困難な建造物については、官民連携も含む様々な手法により保存・活用を図る。

⑤ 今後の対応
町家や古民家等で、歴史的に価値のあるものやランドマークとなっているものについては、官

民連携を含む様々な手法により、引き続き保存・活用を図る。伝統的建造物群保存地区の拡大
や、景観重要建造物の指定により、町並み景観や歴史的建造物の保存を図るとともに、景観保
存に対する地域住民の意識の向上に継続して取り組む。

④ 自己評価
歴史的建造物の活用整備や、景観重要建造物の指定、

助成制度を活用した建築物の修理・修景等により、地域の
個性ある景観づくりの核となる建造物の保全と継承が図ら
れた。歴史的建造物を活用した若者等活動事務所「村半」
の整備により、市内外の若者等が高山の歴史文化に触れ
ながら、様々な活動ができる環境を創出することができた。

R2.11重要伝統的建造物群保存地区
で修理を行った建造物

景観重要建造物に指定した
「旧須田歯科医院」

R3.1



項目 推移 計画への
位置付け 年度

1 無電柱化等整備事業 延長３５０ｍを無電柱化整備中 あり H30～R3

2 町並み景観保全事業 生け垣補助１８件、板塀補助８２件、看板補助６７件 あり H30～R3

3 景観計画との連携 路外駐車場の景観形成基準の新設 あり R1

4

5

② 事業・取り組みの進捗

評価対象年度

方針 Ⅱ歴史的景観等の保全・活用

評価対象年度市町村名 高山市 H30～R3年評価対象年度

4

中間評価（方針別シート）

③ 課題解決・方針達成の経緯と成果
高山駅方面から三町伝統的建造物群保存地区や飛騨高山

まちの博物館へつながる市道上一之町花里線において、伝統
的な町並み景観の再生などを図るため、景観を阻害している電
線等を地中化するとともに、景観に配慮した道路整備を行って
いる。令和２年度には、新型コロナウィルス感染症の影響によ
り、地元説明会が開催できない中、戸別訪問により事業への理
解と協力を求め、令和３年度に工事着手した。

また、民間事業者が行う景観に配慮した看板の設置や、景観
計画に適合しない看板の撤去、生け垣や板塀等の設置に対し
助成を行い、高山にふさわしい町並み景観の保全を図った。

連続的な町並みや景観を阻害する可能性のある路外駐車場
に対しての景観形成基準を、令和元年度に景観計画に位置付
けた。

（様式２）
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今後の対応 継続展開

① 課題と方針の概要
旧城下町では景観町並保存会等の地域活動への支援、建築物修景等への助成、周遊ルート

整備、無電柱化事業等により町並みの保存と魅力向上を図ってきたが、無電柱化が未整備の地
域での整備推進や、町並みと不調和な建築物等の早期改修が求められている。また、良好な景
観を持つ農山村集落では、居住者の減少等による景観の悪化が課題となっている。

歴史的な町並みやアクセス道路の無電柱化により歴史的景観の再生を図るとともに、景観計画
との連携により、魅力ある町並み景観の創出や農山村景観の保全を図る。

⑤ 今後の対応
市道上一之町花里線の無電柱化により、良好な景観の創出を図る。景観計画との連携により、

民間建造物の修景等について支援を行うとともに、農山村景観を保全するための仕組みづくりに
取り組む。

④ 自己評価
助成制度については、広報紙やホームページ、施工業者へ

の説明など、継続的に周知に努めてきたところ、制度の活用
者も増え、町並み景観の向上に大きく貢献するなど、景観計
画を中心とした枠組みの中で、市民や事業者との連携により
良好な景観形成を図ることができた。

無電柱化整備後イメージ

景観形成事業（塀等設置） R2.10



項目 推移 計画への
位置付け 年度

1 屋台保存事業 屋台１０台の修理、屋台蔵３棟の修理 あり H30～R3

2 伝承芸能保存事業 ２０団体に継続的に補助金を交付 あり H30～R3

3 郷土の歴史・文化の語り部育成事業 語り部養成講座を８回開催 あり H30～R3

4 伝統行事担い手支援事業 関係団体との協議、アンケート調査 あり H30～R3

5 文化遺産・地域資源活用調査事業 祭屋台保存・復刻調査、料亭洲さき建造物調査 あり H30～R2

② 事業・取り組みの進捗

評価対象年度

方針 Ⅲ歴史と伝統を反映した人々の活動の継承

評価対象年度市町村名 高山市 H30～R3年評価対象年度

5

中間評価（方針別シート）

③ 課題解決・方針達成の経緯と成果
高山祭屋台及び屋台蔵の修理を実施し、将来への屋台の保

存・継承及び防災・防犯機能の回復を行った。また、各保存団
体の活動に助成するとともに、令和２年度からは祭屋台の修理
技術者の後継者育成事業に対する新たな助成制度を開始した。
新型コロナウィルス感染症の拡大に伴い伝統行事が例年通り
実施できない中で、関係団体へアンケート調査を行い、実態の
把握に努めた。

また、市民やボランティアガイド、観光業者等を対象に、高山
の歴史と文化について学ぶ語り部養成講座を開催し、語り部の
育成と資質の向上を図った。

祭屋台の保存・復刻調査と料亭洲さき建造物調査について、
これまでの調査結果をまとめ、令和２年度に報告書を刊行した。

（様式２）

5

今後の対応 継続展開

① 課題と方針の概要
高山祭をはじめとする祭礼行事や伝承芸能、住民による町並み保存や文化財の保護などの活

動は、地域住民のつながりや一体感の醸成とともに地域に息づいている。また、飛騨匠を発祥と
する建築技術や木工品等の伝統工芸も継承されてきたが、居住者の減少や少子高齢化の進展
により、地域の歴史的風致を支えてきた活動の継続が困難となってきており、大きな課題である。

後継者育成支援や郷土の歴史文化の語り部の育成を行うとともに、担い手を確保するための新
たな仕組みを構築し、各種団体や学校・地域との協働による歴史と伝統の継承を図る。

⑤ 今後の対応
居住者の減少や少子高齢化に伴う後継者不足は引き続き大きな課題である。今後も祭礼行事

や伝承芸能、伝統技術の後継者育成に対する支援を行うことにより、将来への継承を図るととも
に、伝統行事の担い手を確保するための効果的な対応策を検討する。

各文化遺産等の調査の結果について、説明会等により地元と共有を図るとともに、文化財の指
定を含めた保存の方策を検討する。

④ 自己評価
屋台・屋台蔵の修理や、伝承芸能の保存団体等の活動に対し

て助成を行ったことにより、伝統行事の継承に寄与し地域の誇
りの醸成に貢献した。

各文化遺産等の調査について、調査成果を広く発信すること
により、その歴史的・文化的価値の再認識につながった。

高山祭屋台の修理（大国台） R2.3

高山・祭屋台保存技術協同組合
が参加した研修会

R1.12



項目 推移 計画への
位置付け 年度

1 町並み歩行空間創出事業 宮川朝市通り修景整備331.3mほか市道修景、人道橋の新設 あり H30～R3

2 スポット整備事業 ４箇所を整備 あり H30～R3

3 城山公園等整備事業 東山遊歩道、城山公園の案内板１９箇所を整備 あり H30～R3

4 日本遺産活用整備事業 説明看板２７箇所整備、飛騨匠フォーラム２回開催 なし H30～R3

5 まちの博物館外国語対応事業 多言語ボランティアの会１３回開催 なし H30～R3

② 事業・取り組みの進捗

評価対象年度

方針 Ⅳ観光客の増加や広域的な観光

評価対象年度市町村名 高山市 H30～R3年評価対象年度

6

中間評価（方針別シート）

③ 課題解決・方針達成の経緯と成果
旧城下町の市道において景観配慮型の側溝整備や舗装整備

により、良好な歩行空間を創出した。また、宮川朝市通りがある
宮川右岸と、本町通り商店街のある宮川左岸とを結ぶ歩行ルー
トとなる人道橋（行神橋）を整備した。さらに、東山遊歩道等があ
る散策スポットに、休憩スペースや多目的トイレのある憩いの場
（大雄寺スポット）を整備し、歩行空間の魅力と利便性、周遊性の
向上を図った。

語り部養成講座等へのボランティアガイドや地域通訳案内士の
参加により、外国人へのガイドを行う際に必要な高山の歴史文
化についての知識や手法について習得することができ、資質の
向上に寄与した。日本遺産の活用のため、祭屋台等の説明看板
を整備するとともに、高山城VRや日本遺産スタンプラリー、屋台
曳行動画などデジタルコンテンツを制作し、地域の魅力発信に努
めた。また、飛騨匠フォーラムの開催を通じて、市民や観光客に
対する歴史文化の普及啓発を図った。

（様式２）

6

今後の対応 継続展開

① 課題と方針の概要
外国人旅行者を含め観光客が増加する中、文化財等を巡る周遊ルートの整備等により、まちな

かの回遊性が向上しているが、一部の地域に観光客が集中する状況が続いているため、市域全
体での周遊性の向上が課題である。また、外国人旅行者に歴史文化の魅力をいかに伝えるかが
課題となっている。道路の美装化や新たな歩行動線の確保、交通体系の見直しによる良好な歩
行空間の創出により、市街地及び市域全体での回遊性・周遊性の向上を図る。また、外国人旅行
者に対し、地域の歴史文化の成り立ちや魅力を伝えることができる通訳ガイドの育成確保を図る。

⑤ 今後の対応
快適に観光を楽しめるための環境整備を行うとともに、様々な誘客活動において、日本

遺産をはじめとした本市固有の歴史文化の魅力を国内外にＰＲし、日本語を母国語としな
い観光客に対しても、地域の歴史文化の成り立ちや魅力を伝えることができる多言語ガイ
ドの育成確保を図る。

④ 自己評価
道路の美装化や新たな歩行動線の確保、散策スポットへの休

憩所の設置等といった、まちなかでの歩行空間の整備などによ
り、回遊性・周遊性の向上を図ることができた。

日本遺産に関する最新技術を用いたデジタルコンテンツの整
備や、多言語ガイドの人材育成により、地域の歴史文化の普及
啓発を図ることができた。

大雄寺スポット整備 R2.10

屋台説明看板の整備 R3.1



評価対象年度

効果 ⅰ観光客及び外国人宿泊者数の増加

H30～R3年評価対象年度市町村名 高山市

7

中間評価（波及効果別シート）

③ 効果発現の経緯と成果
飛騨高山観光公式サイトや多言語パンフレット

などの作成を行うとともに、地域固有の歴史文化
の情報発信、案内看板等の多言語化、消費税免税
制度活用の促進等に取り組んでいる。ホームページ
や散策マップは１２言語での情報発信を行っている。

また、海外での積極的なトップセールスや海外旅行
博への参加、中心市街地における公衆無線ＬＡＮ
サービスの提供、環境の整備等による受入体制の充
実などにより、外国人観光客が年々増加し、令和元
年には過去最高の約６１万人（宿泊者ベース）となっ
た。

なお、令和２年、令和３年については、新型コロナ
ウィルス感染症の世界的な拡大による影響で、本市
を訪れる外国人観光客数は激減している。

また、外国人観光客の動向の把握・分析・活用を
行っている。

（様式３）

7

⑤ 今後の対応
様々な誘客活動を続ける中で、本市固有の歴史文化の魅力を海外にＰＲするとともに、外国人

旅行者に対し、地域の歴史文化の成り立ちや魅力を伝えることができる通訳ガイドの育成確保を
図る。

多言語観光パンフレット・ホームページ等やフェイスブックをはじめとするＳＮＳの活用などによる
情報発信の充実、トップセールスや海外旅行博への出展、外国人観光客向け公衆無線ＬＡＮサー
ビスの提供や案内表示の多言語化、通訳ガイドの育成・確保、昇龍道や北陸・飛騨・信州３つ星
街道等の広域的な連携による周遊ルートの形成など、海外からの誘客促進や受入体制の充実を
図った。

① 効果の概要
外国人観光客数が令和元年に過去最高値を更新

他の計画・制度 連携の位置づけ 年度

1 中心市街地活性化基本計画 あり H27～R1

2 高山市海外戦略 なし R2～R6

3

② 関連する取り組み・計画

④ 自己評価
積極的な誘客活動や受入体制の充実により、外国

人観光客が大幅に増加した。外国人観光客の来訪に
よる地域経済への波及効果を高めるため、外国人観
光客の周辺地域への訪問を促す取り組みが引き続き
必要である。

外国人観光客数の推移

消費税免税店数の推移



評価対象年度

効果 ⅱ 町並みの中での伝統を反映した風習の復活

H30～R3年評価対象年度市町村名 高山市

8

中間評価（波及効果別シート）

③ 効果発現の経緯と成果
当番飾りは、高山祭の屋台組が祭り当日に組内の中心的

場所の家の一画に氏神を奉り、お供えや飾り付けをする伝統
的な風習で、現在では行う組が少なくなっている。

下二之町大新町伝統的建造物群保存地区にある市の若者
等活動事務所「村半」の改修内容や活用方法について地域住
民と市が意見交換を行う中で、戦時中から途絶えていた当番
飾りを復活させる話が持ち上がった。

これをきっかけに、屋台組（鳩峯車組）の人々の協力によっ
て、平成３０年の秋の高山祭に当番飾りが設置され、約７０年
ぶりの復活となり、重要伝統的建造物群保存地区に精神性を
もたらした。

（様式３）

8

⑤ 今後の対応
引き続き、良好な町並み景観の維持向上を図るとともに、無形の伝統行事を守り育てる

取り組みを行う。

伝統的な風習であり、戦時中から途絶えていた「当番飾り」が、屋台組（鳩峯車組）の人々の協
力によって約７０年ぶりに復活した。

① 効果の概要
「当番飾り」を復活させることにより、重要伝統的建造物群保存地区に精神性をもたらした。

他の計画・制度 連携の位置づけ 年度

1 高山市下二之町大新町伝統的建造物群保存地区保存計画 あり H16～

2

3

② 関連する取り組み・計画

④ 自己評価
伝統的建造物の保存・活用事業をきっかけに、伝統的な風習

についても話し合いが行われ、当番飾りが復活された。建造物
等のハード整備だけで完結せず、相乗効果により無形の伝
統行事も復活し、地域の歴史文化を見直す端緒となった。

約70年ぶりに復活
した当番飾り

H30.10



評価対象年度

効果 ⅲ 歴史的建造物の修復

R1～R2年評価対象年度市町村名 高山市

9

中間評価（波及効果別シート）

③ 効果発現の経緯と成果
指定文化財については、適切な保存が図られるよう計画

的に修理を実施すること、及び文化財指定の建造物のほ
とんどが木造であり、火災や地震に対し脆弱であるため、
火災報知設備の設置や耐震対策を行うこととしている。

一方、市耐震改修促進計画には、市伝統構法木造建築
物耐震化マニュアルを活用した助成制度の推進による伝
統構法木造建築物の維持・保存が位置付けられている。

伝統的な構法で建築され、創建当時の姿を色濃く残す
「旧豊坂家住宅」は、奥飛騨温泉郷平湯の地元町内会が
所有する市指定文化財建造物であるが、全体的な歪みや
不陸による老朽化が進み、危険な状態にあった。

そこで、市伝統構法木造建築物耐震化マニュアル講習会
を受講した地元の設計士が、令和元年度に耐震診断を行
い、令和２年度に建造物全体の修理と耐震改修工事の設
計監理を担った。これに、文化財保護の助成制度と伝統構
法木造建築物耐震化の助成制度を併用し、奥飛騨温泉郷
平湯の貴重な地域資源の整備を円滑に図ることができた。

（様式３）

9

⑤ 今後の対応
指定文化財の適切な保存については、所有者の負担を軽減しながら、計画的に修理や防

災対策を進め、地域資源として整備を図る取り組みを継続する。

① 効果の概要
異なる制度の連携により市指定文化財を適切に修理することで地域資源の整備を図った。

他の計画・制度 連携の位置づけ 年度

1 高山市文化財保護費補助金 あり S52～

2 高山市耐震化促進計画 あり R2～R7

3

② 関連する取り組み・計画

④ 自己評価
異なる制度による助成を併用することで所有者の負

担を軽減し、適切な保存が図られるよう修理を行うとと
もに、防災対策を行い、地域資源の整備を図った。市
の文化財部局と建築部局が密に連携・協力することで、
手続きや情報共有などの面で所有者・設計士・施工者
への負担を減少させることができた。

奥飛騨温泉郷平湯にある築３００年を経過した市指定文化財「旧豊坂家住宅」は、老朽化が進
んでいたため、改修を検討していた。改修に先立ち、令和元年度に耐震診断を行い、令和２年度
に全体の改修とあわせて耐震改修工事を行った。高山市伝統構法木造建築物耐震化マニュアル
講習会を受講した地元の設計士が、文化財保護と耐震改修の双方の助成制度を併用して設計
監理を担う初の取り組みとなり、これにより地域資源の整備を図ることができた。

改修後 R2.8

改修前 H31.4



外部評価実施日

外部有識者名

H30～R3年評価対象年度

取り組み Ａ 歴史的建造物活用整備事業

評価対象年度市町村名 高山市

10

中間評価（代表的な事業の質シート）

① 取り組み概要
下二之町大新町伝統的建造物群保存地区の伝統的建

造物に特定されている築１４０年を超える大規模な町家
（旧村田邸）を、歴史的建造物の保存・活用を図るため、取
得し、修理を行い、若者等による地域活性化を進めるため
の活動拠点として整備した。整備にあたっては、歴史的価
値の保存を最優先とし、従前のままの姿をできる限り留め
ることとした。

平成２９年度から整備を開始し、令和２年３月末に改修
工事を終えて完成、同年７月より若者等活動事務所「村半
（むらはん）」として供用を開始した。

この村半を舞台として、次代を担う若者がまちなかに集
まり、様々な活動を通じて地域への誇りと愛着を育むとと
もに、歴史ある建物の保存と重要伝統的建造物群保存地
区及び周辺の美しい町並み景観の維持を図ることにより、
地域全体の活性化や持続可能なまちづくりにつなげること
を目的としている。

（様式４）

10

④ 今後の対応
生活者・訪問者にとって楽しみと居心地の良さをもたらす市内の回遊性の確保と、回遊

のポイントとなり新たな人の流れを生む拠点となる歴史的建造物の保存活用、整備につい
て、引き続き取り組む。歴史的建造物を活用する際に必要となる支援制度や条例等の整備
は今後の検討課題とする。

② 自己評価
下二之町大新町伝統的建造物群保存地区において空き家となっていた伝統的建造物を改修整

備したことにより、伝統的建造物の保存・継承及び町並み景観の向上が図られた。
また、歴史的価値の高い伝統建築を若者等の活動拠点として整備したことにより、高校生等が

主体となった様々な活動が展開されるとともに、市内外の若者をはじめ市民や観光客に飛騨高山
の歴史文化の魅力を発信することができた。

③ 有識者コメント
高山市の重点区域の中心を形成する伝統的建造物群保存地区のうち、三町保存地区は観光

客であふれているが、下二之町大新町地区は人の往来は少ない。下二之町大新町地区側に人
を誘導して、市内の回遊性を高め、来訪者の滞在時間を増やしてもらうことが課題ではあるが、商
業が町の生業ではないので、三町と同じ形にすることは避けたい。本事業は、そうした問題への
対応としての役割もあったものと思量される。事業の結果、施設の稼働率は高く、それまでは見る
ことのできなかった高校生（中学生を含む）の活動や集まりが往来に見えるようになっており、町
における新しい生活風景を形成しつつある。こうした賑わいは、来訪者の往来への誘客を促すは
ずで、問題の解決に非常に効果的な事業となっているものとして評価できる。視点を変えると、本
事業は、歴史的建造物の保存活用と空き家再生を兼ねた事業としても評価できるもので、今後、
規模を縮小した形で類似の事業を民間が行うことも視野に入れ、本事業の課題や成果を見直し、
支援制度（条例等の法整備を含む）の拡充を含む事業の展開を検討していただきたい。

種別 歴史的風致維持
向上施設

工学院大学 教授 後藤治 先生

令和３年１１月１日

若者等活動事務所「村半」の整備

（整備後）R2.7

（整備前）



外部有識者名

外部評価実施日

H30～R3年評価対象年度

取り組み B 町並み歩行空間創出事業

評価対象年度市町村名 高山市

11

中間評価（代表的な事業の質シート）

① 取り組み概要
宮川朝市通りがある宮川右岸と、本町通り商店街のある宮

川左岸とを結ぶ新たな歩行ルートを確保し、まちなかにおけ
る観光客等の回遊性を高めることを目的とした人道橋「行神
橋」は、平成２４年度から平成３０年度まで７年間に渡り、宮川
人道橋推進会議において議論を重ね、令和元年より工事を
開始し、令和２年７月に供用を開始した。

学識経験者や市民等によるデザイン会議を行った結果、木
質の装飾を施し、美しい夜間景観の創出にも配慮するなど、
新たな景観スポットとなるようなデザインにすることで歩行空
間の演出を図った。

また、宮川朝市通りについては、景観配慮型の舗装や側溝
の整備、外灯や案内板の改修などにより美装化を行い、人道
橋と一体となる歩行空間整備を行った。

（様式４）

11

④ 今後の対応
人道橋「行神橋」は、古い町並・朝市と商店街とをつなぐ架け橋として機能し、古い町

並・朝市から商店街へ、商店街から古い町並・朝市へ、という人の流れが生まれた。宮川
左岸において今後供用される予定の歴史的建造物の活用も含め、より良好な景観をもつ空
間の創出へと発展させる取り組みを継続する。

② 自己評価

③ 有識者コメント
宮川朝市は、高山市の重点区域の歴史的風致において、風致を形成する主要行事のひと

つである。本事業は、朝市が行われる場所の歴史的風致の向上に寄与する事業であり、市
の歴史まちづくりの根幹をなす事業のひとつと位置付けられよう。市では、宮川右岸側に
ある旧市街地と、左岸側にある新市街地の両者の特性をいかした歴史的風致の維持向上を
行い、市内での回遊性を高め、来街者の滞在時間の増加とそれにともなう市街地の活性化
等を目指している。本事業における人道橋「行神橋」の架橋は、その目的を果たす上で非
常に有効な事業と位置付けられる。新設された橋や周辺街路のデザインが、過度に歴史性
に依存しておらず、目立ち過ぎない抑制のきいたものとなっている点も好感が持てる。今
後は、朝市の仮屋の景観への寄与や新市街地の歴史的資源の活性化へと事業を発展してい
ただきたい。

種別 歴史的風致維持
向上施設

本町３丁目商店街での
人流量計測結果

工学院大学 教授 後藤治 先生

令和３年１１月１日

人道橋「行神橋」 の新設により、新たな歩行ルートとまちの
魅力が創出された。

令和２年は、秋の高山祭の屋台行事が中止となったにも
かかわらず、宮川左岸（本町３丁目商店街）の１０月の人流
量計測では、歩行者数が前年を上回る結果が得られた。

これにより、人道橋を経由して、宮川右岸側から左岸側へ
歩行者が回遊していることが推測され、人道橋の整備効果
が発現している。

人道橋「行神橋」 R2.7

R2.7宮川朝市通り



R2.11

歴史的風致
H30～R3年評価対象年度市町村名 高山市

12

中間評価（歴史的風致別シート）

② 維持向上の経緯と成果
下二之町大新町伝統的建造物群保存地区内に存し、城下

町でも最大級の建築規模を有する建築物ながら、長らく空き
家になっていた旧「村田邸」を、平成２９年度から改修を行い、
若者等活動事務所「村半」として運用を開始した。

このほか、町全体の景観向上を図るため、景観重要建造物
の外観を維持するために必要な修理や、市街地景観保存区
域内の建造物における一定の基準を満たす建築行為に対し
て助成を行った。

また、重要伝統的建造物群保存地区内の建造物の計画的
な修理・修景を実施するとともに、防火帯としての土蔵の整備
も行い、防火対策を図った。

令和２年度から、地域の伝統的な建築技法の活用を促進し、
技術の継承と地場産業の振興、良好な景観の保全を推進す
るため、伝統的な技法を用いた建造物等の整備に対して新た
な助成制度を設けた。

（様式５）

12

R2.4

重要伝統的建造物群保存地
区保存事業により修理が行わ
れた伝統的建造物

１ 城下町の地割にみる歴史的風致 状況の変化 向上

① 歴史的風致の概要
旧城下町には、城下町を形成して以来、ほぼ変わらない地割とともに、伝統的な様式を残す町

家が保存され、その一部は重要伝統的建造物群保存地区に選定されている。町並みが現在まで
良好な状態で保存されている背景には、そこに高山祭の氏子区域が重なっており、屋台を護持す
る屋台組が、自分たちの町を守るために独自のコミュニティを維持し続けてきたこと、さらに、上
町・下町という二つの領域が核となり、お互いに意識しながら文化的伝統を継承してきたことがあ
る。これにより、高山祭や秋葉信仰、飾り物の文化など地域固有の伝統文化が継承されており、
歴史的な町並みと一体となって城下町の歴史的風致を形成している。

④ 今後の対応
景観計画や美しい景観と潤いのあるまちづくり条例、伝統的建造物群保存地区保存計画に基

づく手続きを経て行われる建造物の修理・修景への助成により所有者の負担を軽減し、引き続き
歴史的・文化的価値のある建造物の保全を図る。

対応する方針
Ⅰ 歴史的建造物等の保存・活用
Ⅱ歴史的景観等の保全・活用

Ⅲ 歴史と伝統を反映した人々の活動の継承

③ 自己評価
地域の歴史や景観に配慮した建物改修により、伝統的建造物

や景観重要建造物、市街地景観保存区域建造物等の保存・活
用や町並み景観の向上が図られた。一方、高齢化や居住者の
減少による空き家の増加、三町伝統的建造物群保存地区内へ
の来訪者の集中、新型コロナウィルス感染症の影響による伝統
行事の継承が課題となっている。



歴史的風致
H30～R3年評価対象年度市町村名 高山市

13

中間評価（歴史的風致別シート）

② 維持向上の経緯と成果
高山祭屋台の保存修理事業を行い、将来への屋台の継承

に寄与した。令和元年度には、大国台が３年にも及ぶ半世
紀ぶりの大修理を終えた。また、屋台の防災施設である屋
台蔵の修理を実施し、防災・防犯の機能を回復させた。

また、祭屋台を保存する屋台組の活動に対して継続的に
助成を行うとともに、修理技術者の後継者育成を行っている
事業所と研修者に対して令和２年度より新たに助成制度を
設けて、屋台の保存や修理技術の継承に寄与した。

さらに、高山屋台保存会や高山・祭屋台保存技術協同組
合に対して助成を行うなど活動を支援した。

屋台組においては、少子高齢化や居住者の減少により、
屋台行事の運営に支障をきたしている組もあるため、担い手
支援策について提案を行ったが、地域の伝統を重んじる傾
向もあり、具体的な取り組みには至っていない。

（様式５）

13

２ 高山祭の屋台行事にみる歴史的風致 状況の変化 維持

① 歴史的風致の概要
高山祭は、屋台が国重要有形民俗文化財に、屋台行事が国重要無形民俗文化財に指定され、

平成２８年にはユネスコ無形文化遺産に登録された。絢爛豪華な屋台とともに、山王祭の日枝神
社、八幡祭の桜山八幡宮、屋台蔵という祭礼に関連した建造物とその周辺の伝統的な町並みが
あり、また、屋台組をはじめとする人々の活動や屋台修理の技術の継承、祭礼と融和する城山風
致地区・北山風致地区の自然的環境がある。

高山祭の場である歴史的な町並みと自然的環境、そこで行われる屋台組を基盤とする人々の
伝統的な活動が一体となって、市を代表する歴史的風致を形成している。

④ 今後の対応
ユネスコ無形文化遺産や日本遺産の制度を活用しながら、国内外に地域の魅力を発信してい

くとともに、市民の誇りを高め、祭礼行事の担い手や屋台の修理技術者の確保並びに後継者育
成に取り組んでいく。

屋台組の担い手支援については、今後も関係者との意見交換を継続し、より効果的な対応策を
検討する。

③ 自己評価
祭礼に関連する文化財等の保存修理や調査を行うことにより、

歴史的風致の維持に努めた。

対応する方針 Ⅲ 歴史と伝統を反映した人々の活動の継承

宝珠台の組み立て

R2.3

R3.3

屋台組との協議 R1.6



歴史的風致
H30～R3年評価対象年度市町村名 高山市
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中間評価（歴史的風致別シート）

② 維持向上の経緯と成果
東山寺院群には、南北に連なる寺院や神社、高山ゆかり

の人物の墓などを巡る「東山遊歩道」が整備されており、特
に欧米からの観光客に人気となっている。

この東山遊歩道や、城山風致地区内にある城山公園への
来訪者をさらに増やすことでまちの回遊性を高めるため、案
内板等の整備を行った。案内板の整備においては、景観に
配慮したデザインとしたほか、外国人に対応するため多言
語表示（５か国語を基本）とした。

寺院や神社の建造物の多くが日本遺産構成文化財となっ
ており、新しい説明看板を整備するとともに、スマートフォン
上で建造物の３６０°のパノラマ画像を閲覧できるデジタル
コンテンツを制作した。令和３年度からＷＥＢブラウザ上で参
加できる日本遺産スタンプラリーを実施しており、普及啓発
を図った。

また、東山遊歩道には、休憩スペースや多目的トイレのあ
る周辺景観に配慮した憩いの場（大雄寺スポット）を整備し、
歩行空間の魅力と利便性、回遊性の向上を図った。

（様式５）

14

３ 東山寺院群にみる歴史的風致 状況の変化 維持

① 歴史的風致の概要
金森統治時代に形成された寺院群は、様々な時代の流れの中でも寺院群としての構造を保ち

続けており、現在は貴重な文化財となっている。面的に広がる寺院群の背後には、東山風致地区、
北山風致地区の緑が広がり、歴史的建造物や史跡と豊かな自然環境、人々の営みから生み出さ
れる鐘の音や線香の香りが、この地の独特の精神的環境を醸し出し、それらが一体となり、固有
の伝統と文化を形成している。

寺院群の歴史的建造物を中心に形成される信仰空間と、人々の信仰心によって脈々と受け継
がれる伝統的な年中行事が深く一体となって、東山寺院群の歴史的風致を形成している。

④ 今後の対応
東山寺院群は、城下町高山の歴史的風致を形成する重要な要素であり、継続的な取り組みに

より、知名度は上がってきた。遊歩道を活用した催し等の実施のほか、回遊性と魅力の向上に引
き続き取り組む。また、当該地域は令和２年度より大学に委託して町並み保存対策調査を行って
おり、文化財的な価値を把握した上で、伝統的建造物群保存地区の拡大に向けた取り組みを進
める。

③ 自己評価
遊歩道等に、景観に配慮した休憩スペースやトイレ、案内板の

整備を行い、東山寺院群の歴史的風致の向上を図ることができ
た。また、日本遺産を活用した説明看板の整備やデジタルコン
テンツの提供により、市民や観光客への歴史文化の魅力発信
に努めた。

対応する方針 Ⅳ 観光客の増加や広域的な観光

H31.3

東山遊歩道の案内板整備

整備前盤面

整備後盤（拡大）

日本遺産360°パノラマビュー



歴史的風致
H30～R3年評価対象年度市町村名 高山市
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中間評価（歴史的風致別シート）

② 維持向上の経緯と成果
平成３０年度と令和元年度に開催した飛騨匠フォーラムにお

いて、飛騨匠に関連した講演と実演イベントを実施した。職人に
よる鉋削りや榑へぎの実演には外国人観光客や子どもも多く参
加し、講演では日本遺産構成文化財の年輪年代測定の調査結
果を中心に報告が行われた。

飛騨匠に関連する日本遺産構成文化財の看板については、
既存の看板よりも見やすく、わかりやすいものとなるよう更新を
行った。更新においては、最新の研究成果や情報を盛り込み解
説内容も新たなものとした。看板の多くにはＱＲコードを設置し
て、スマートフォン上で構成文化財の３６０°パノラマ画像や動
画などを閲覧できるようにした。

また、日本遺産を広く発信するために最新の技術を用いたデ
ジタルコンテンツを制作した。高山城ＶＲや日本遺産スタンプラ
リーは、新鮮さも相まって子どもや若者などの層にも高山の歴
史文化を知ってもらう契機となった。

（様式５）

15

４ 飛騨匠の技と心にみる歴史的風致 状況の変化 向上

① 歴史的風致の概要
豊かな森林資源に恵まれた飛騨の地で、良材を活用した木工技術が発達し、奈良時代には「飛

騨工」制度が生まれ、歴史の中で一位一刀彫や飛騨春慶などの伝統工芸が誕生した。その高度
な技が結集した祭屋台は、今も職人たちの技により修理されながら維持されている。市内には、
中世の社寺建築や近世・近代の大工一門の建築物、名工による一位一刀彫、飛騨春慶など、関
連する遺産が数多く残されており、様々な場所で飛騨匠の技と心に触れることができる。

飛騨匠の技と心は高山の文化の基礎として、ものづくりの職人たちのみならず、高山市民すべ
ての誇りであり、高山を代表する歴史的風致である。

④ 今後の対応
日本遺産のストーリーを語る上で欠かせない有形や無形の様々な文化財群を、総合的に整

備・活用し、国内外に地域の魅力を発信するとともに、地域の宝に対する市民の誇りを高め、伝
統工芸や伝統建築の技術者確保並びに後継者育成に取り組む。

③ 自己評価
各事業を通じ、市民や観光客に対する飛騨匠の伝統技術に

ついて普及啓発を図ることができた。
技術者の高齢化等により、後継者不足が課題となっている。

対応する方針 Ⅲ 歴史と伝統を反映した人々の活動の継承
Ⅳ 観光客の増加や広域的な観光

高山城ＶＲ

日本遺産スタンプラリー
周知チラシ

飛騨匠フォーラムでの
実演の様子

R1.12



対応する方針

歴史的風致
H30～R3年評価対象年度市町村名 高山市
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中間評価（歴史的風致別シート）

② 維持向上の経緯と成果
地域の神社などで奉納される伝承芸能の保存団体に対して継

続的な活動助成を行った。
地域の祭り等の担い手不足が顕在化している状況下において、

さらに、新型コロナウィルス感染症の影響により伝統行事の多く
が中止や縮小される中、旧町村地域や文化財未指定のものま
で対象を広げて、幅広く関係団体へアンケート調査を実施し、実
態の把握に努めた。

また、旧町村地域にも現存する祭屋台は、これまで詳細な調
査が行われてこなかったが、平成３０年度と令和元年度には、こ
れら屋台の三次元測量調査などを行い、今後の保存・活用への
一助となる資料を作成した。

さらに、各伝統行事の記録映像を制作し、後継者育成やＰＲに
広く活用できるように整備を行った。市の公式ＹｏｕＴｕｂｅチャン
ネルでそのダイジェスト版をアップロードして、その価値や魅力
を内外へ発信した。

「文化財めぐりウォークラリー」に新コースとして、「越中街道
コース」を追加した。全８コースの中で、街道に関係するコース
は３コースあり、気軽に文化財への理解を深めつつ健康づくり
にも活用してもらう取り組みを行っている。

（様式５）

16

５ 歴史街道と農山村集落にみる歴史的風致 状況の変化 維持

① 歴史的風致の概要
急峻な地形の奥に広がる盆地に発達した高山城下町の文化は、街道を通じて各方面より運ば

れてきた文化が融合し醸成された。この城下町文化は街道を通じて周辺の農山村集落に浸透・
伝播し、それぞれの農山村集落では独自の文化が花開いた。

農山村集落では、城下町の町家の影響が見られる建物や伝統的な景観が大切に維持されてい
るとともに、各々の集落で祭礼行事などの人々の営みが継承されている。また、城下町を中心に
発展した食文化の中には全市的に広まったものもあり、それらが一体となって歴史街道沿いの農
山村集落の歴史的風致、さらに広義には全市的な歴史的風致を形成している。

④ 今後の対応
伝統行事の担い手不足に対し、現段階では即効性のある解決方法がないため、各保存団

体との協議を続けながら、活動に対する支援や、有効性のある対応策を検討する。
農山村景観の保全に対する新たな支援制度や景観重点区域の指定等について検討を進める。

③ 自己評価
伝統行事の継承に努め、文化財に対する理解を深めるため

の取り組みを行うとともに、新たに歴史的風致に興味関心を持
つための取り組みを開始し、コロナ禍においても地域の誇りの
醸成に貢献することができた。

Ⅱ歴史的景観等の保全・活用
Ⅲ 歴史と伝統を反映した人々の活動の継承

Ⅳ 観光客の増加や広域的な観光

ウォークラリー８コース

伝承芸能の記録映像撮影
（飛騨東照宮おかめ舞獅子舞）

H31.4

三次元測量調査を
行った屋台



H30～R3年評価対象年度

17

市町村名
中間評価（庁内体制シート） （様式６）

17

高山市

① 庁内組織の体制・変化

計画の推進にあたっては、事務局である都市計画課と
文化財課が連携し、随時、担当者同士の打合せを行い、
相談・調整を図った。

また、都市計画課と文化財課とは、景観町並保存連合
会の事務局としても協力し、専門部会（町並保存部会、
広報部会、子ども伝承部会）との連携により、町並み保
存活動により一体感を増すことができた。

各事業の実施等にあたっては、建築住宅課、商工労働
部等とも調整を行った。

市全体としては、令和３年度に、観光課・海外戦略課・
ブランド戦略課を飛騨高山プロモーション戦略部として組
織の再編を行い、外国人観光客の誘致や受入体制の充
実の面での強化を図った。

新型コロナウィルス感染症の影響により、令和２年度、
令和３年度の高山市歴史的風致維持向上計画協議会に
ついては、書面会議として開催したが、参考となる様々な
意見が提出された。

② 庁内の意見・評価

中間評価の作成にあたり、各課から下記の意見等があった。
・事業の実施にあたっては、関係課で相談や調整を行い、横断的に連携を図りながら進めること
ができた。
・計画に記載された事業の実施により、景観や人の流れの変化を感じ取ることができ、また、人
流量計測結果やまちづくりに関するアンケート結果からは、歴史的風致の維持・向上にとどまら
ず、魅力的で持続可能なまちづくりに寄与していることが実感できる。

高山市歴史的風致維持向上

計画協議会の様子

H31.4

歴史まちづくりの体制 R3.10



H30～R3年評価対象年度

18

市町村名
中間評価（住民評価・協議会意見シート）

② 協議会におけるコメント

高山市歴史的風致維持向上計画協議会
令和４年３月１８日～令和４年４月５日 書面会議により開催
コメントは下記の通り。

・伝統的建造物群保存地区等、景観が良好な通りについては、指定以降、４５年程経ち、夜間、人
が住んでいない家も多いため、今後とも安全な方法で守るべき。特に防火設備として、自火報設
備の次の設備の早期決定を望む。

・屋根や外観塗装については、修景事業で復元等を行っているが、３０年以上経っているので、再
度見直しが必要と考える。

・市街地の夜が暗いように感じる。中心市街地（本町地区以外）については、あたたかい町の風景
が欲しいので、通りだけでなく、樹木や建物のライトアップに対する検討、整備を望む。

・歴史的建造物活用整備事業により、明治時代の町家を再整備し、若者が集う拠点として活性化
させた。整備する中で、広い居宅の各部屋、土蔵ごとに多様性を活かし、地元の各種技術を取り
入れ、特色を持たせることで多くの若者が建物にも魅了され、それぞれの用途で活用している。ま
さにハードとソフトが一体となり、相乗効果を発揮している施設であり、今後の歴史的建造物の活
用についても手本となる施設だと評価する。

（様式７）
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高山市

① 住民意見

市では毎年、18歳以上の市民を対象に、まちづくりに関するアンケート調査を行っている。

調査期間：令和3年9月18日から10月20日
発 送 数：3,000人、回収数1,396人 （回収率46.5％）

市の取組みに対する満足度についての設問のうち、 「景観（町並み景観や農山村景観など地
域の美しい景観が保たれている） 」についての満足度は、平成２８年度から令和２年度にかけて
一貫して上昇し、特に、令和２年度には８０％を超えた。

令和３年度の結果を順位でみると、 「景観」が４位（前年度３位）、「歴史文化（文化財や伝承芸
能が保存・承継され、郷土の歴史文化に誇りを持っている）」が８位（前年度６位）となった。令和２
年度と比べると、「景観」・「歴史文化」のいずれの順位もやや下がったが、上位に上がってきた項
目は 「消防（消防・救急救助体制が整っている）」（前年度４位）や「情報（テレビ、ラジオ、インター
ネットなどを快適に視聴・利用できる環境が整っている）」（前年度１１位）といったライフラインに関
するものであり、 新型コロナウイルス感染症の影響が感じられる。

これらを考慮すると、景観や歴史文化に対する市民の満足度は、 依然として高い水準にあると
言える。

※全36分野中の上位8位まで
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市町村名
中間評価（全体の課題・対応シート）

② 今後の対応

・祭礼行事や伝承芸能、伝統技術の後継者育成に対する支援を行い、将来への継承を図るととも
に、伝統行事の担い手を確保するための効果的な対応策を検討する。

・町家や古民家等の建造物で、歴史的に価値のあるものやランドマークとなっているものについて
は、官民連携を含む様々な手法により、保存・活用を図る。また、歴史的建造物の再整備により
新たな地域活動が生まれ、広がり始めていることを踏まえ、施設の効果的な運用に引き続き取り
組む。

・防火対策について、現状の把握と体制の強化に努める。

・建造物の修理・修景への助成による所有者負担の軽減等により歴史的・文化的価値のある建
造物の保全を図ると共に、必要に応じて制度の見直しを検討する。

・無電柱化事業については、夜間景観も含めた良好な景観の創出に取り組むと共に、安全で快適
な環境整備の観点からも、引き続き推進する。

・農山村景観の保全に対する制度の在り方や景観重点区域の指定等について検討を進める。

（様式８）

19

高山市

① 全体の課題

・少子高齢化や居住者の減少に伴う伝統行事等の後継者・担い手の不足は、有形・無形を問わ
ず、伝統の継承という面から、大きな課題である。祭等の伝統行事だけでなく、高齢化や継承者
の不在によって地域のランドマークとなっている歴史的建造物の維持管理が困難になると、地域
の住民に親しまれ心の拠り所となる「顔」であり、訪問者を楽しませる景観的なシンボルが消える
ことにもなる。

・これに加え、令和２年からは新型コロナウイルス感染症が大きな影響を及ぼしている。これまで
のような自由な行動が制限される中、連綿と受け継いできた伝統的な祭や行事は言うに及ばず、
地域住民の話し合いの場、子どもたちの学びの場といった、「人が集う場」がなくなり、あるいは縮
小されることで、伝統を継承していく機会が急速に失われ、断絶する危機に面している。


